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1. き裂成長を模擬した 2 次元弾塑性・クリープ有限要素法解析から，寿命の統計的なばらつきと考えられているも
のの一部は応力集中部と結晶方位の位置関係によって定まる力学的要因に起因することが示された． 
2. 予損傷の効果を考慮したき裂成長シミュレーションを行った結果，切欠き部の応力集中度の相違がき裂発生時の
予損傷に影響し，その後のき裂成長挙動を支配することが解析より予測された．このことから，クリープき裂成
長挙動と寿命には予損傷の効果が大きく影響を与えることが示され，き裂成長寿命の他にき裂発生寿命を特定す
ることの意義が示された． 
 
第 4章では，クリープ・疲労条件におけるCM247LC材のき裂成長挙動の解明を行った．In-Situ観察機構付クリ
ープ・疲労試験機を用いて，応力保持時間を有するクリープ・疲労試験を実施し，き裂成長挙動の系統的な研究を行っ
た．また，き裂成長寿命における負荷応力繰返し速度特性を明らかにした．以下に結果を述べる． 
1. CM247LCのき裂成長形態は，クリープでは最大せん断応力方向へ成長したが，繰返し速度の増加に伴って，切欠
き延長方向の鋭いき裂へと遷移した．また，繰返し速度の低下とともに，き裂成長寿命は疲労機構からクリープ
機構へ遷移し，ある臨界繰返し速度で大きく遷移することが示された． 
2. 切欠き材の変形の尺度を表すRNODと破断時の断面収縮率がよい相関を示したことを明らかにした． 
 
第 5章では，クリープ・疲労条件下におけるCM247LC材のき裂成長寿命則の構築を行った．実験により得られ
たき裂成長寿命を Q*コンセプトに基づくき裂成長寿命則と非平衡科学的手法に基づく三次元曲面表示の概念を用いて
CM247LC材の統一的なき裂成長寿命則を導出した．以下に結果を述べる． 
1. 非平衡科学的手法に基づく遷移関数を用いることで，CM247LC材の拡散クリープ機構に基づくクリープき裂成長
機構発現下限界温度は 865oC近傍と特定した． 
2. 非平衡科学に基づく遷移関数と Q*コンセプトに基づくクリープき裂成長寿命則を組み合わせることで、クリー
プ・疲労相互作用条件におけるき裂成長寿命を予測できる式を導出した． 
 
第 6章において，本研究で得られた結果を総括した． 
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